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降雪分布の予測 （いつ、
どこに、どれだけ降るか）

積雪状態の予測 （どのよう
な雪が積もっているか）

雪氷災害発生の予測 （どこにど
の程度の災害が起きそうか）

降雪モデル

積雪モデル

災害モデル

自治体

関係機関

雪氷災害発生予測システムの開発雪氷災害発生予測システムの開発

災害予測情報
時々刻々と変わる状況に対応する

リアルタイム予測を目指して
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防災科研における雪氷防災研究のアウトライン

気象庁へ
データ提供



人手による降雪観測

測定器による
気象の自動観測



積雪内部の
縦断面の写真

旧

新



X線CTにより得られた積雪の
立体画像の例

積雪変質モデルの開発

X線CT(断層撮影)装置 MRI(核磁気共鳴画像法)
装置

積雪の3次元構造の解明 積雪中の水の分布の測定

表層雪崩の
予測精度向上

全層雪崩の
予測精度向上

着雪・落雪の
予測精度向上

積雪構造・変質過程の解明から防災への応用へ
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数値モデルにより計算した積雪の安定度

雪崩の発生
メカニズム

雪崩の研究

弱層

滑り面

引き下
ろす力

支える
力



弱層の観測

弱層の薄片写真



積
雪
深

1
ｍ

２
ｍ

３
ｍ

積雪深２ｍ

擁壁ポケットで
対応可能
（設計も2ｍ）

積雪深3ｍ

擁壁を溢れ，道
路まで到達

積雪深1ｍ

道路到達するが
ポケットで対応

ＬＰデータ：雪崩発生域
平均積雪深：2.7m
最大積雪深：4.3m
体積：7900m3

２月２７日の雪崩
とほぼ一致

表層雪崩：

直進する流
れと２つに
分かれる

雪崩のハザードマップ（コンピューターシミュレーション）





防災科研が創設する

新庄サテライトについて

と

防災科研が構築するイノベーションハブとは何か

ステークホルダーと糾合機関が共に創る
「研究及び⼈材の中核拠点」

社会機能の維持能⼒向上を⽬指して
⼈・技術・情報が集まり学びあう

システム要件

データ

ユーザー

システム要件

情報
プロダクツ

モデル化観測
システム化



防災科研イノベーションハブの三層の技術
新技術を⽤いて的確な予測情報を創出する
実現化技術・要素技術開発

予兆を早期に捉え予測につなげる防災科研の知
知識基盤・基礎的研究

ステークホルダーとの協働によるニーズにマッチした
システム化・技術統合

交通インフラ・物流交通インフラ・物流

気象災害軽減のための
観測予測技術

気象災害軽減のための
観測予測技術

雪氷災害軽減のための
観測予測技術

雪氷災害軽減のための
観測予測技術

⼟砂災害軽減のための
観測予測技術

⼟砂災害軽減のための
観測予測技術

⾵災害軽減のための
観測予測技術

⾵災害軽減のための
観測予測技術

次世代センシング技術
センサー⾼機能・低価格化
次世代センシング技術
センサー⾼機能・低価格化

IoT情報技術
IoT・データ連携等の新技術の適⽤

IoT情報技術
IoT・データ連携等の新技術の適⽤

リスクコミュニケーション技術
⼈が動く情報提供

リスクコミュニケーション技術
⼈が動く情報提供 地域地域

産業界産業界

市⺠市⺠

データ連携・統合

IoT・ビッグデータ

⼟砂
SAR・ミューオン

気象
ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰﾗｲﾀﾞｰ

雪氷 GNSS（GPS）

⾮接触・広域

既存データ利⽤

低コスト・多点設置

新センサー
開発

落石

暴
風

落
雷

地域特性に適応した避難誘導、災害時の⾏動判断に
真に役⽴つ地域防災システムの実装と他地域への展開

個々⼈の災害時の避難等の⾏動判断、平時の安⼼・
快適な⽣活にも役⽴つ気象防災システムの実装

Danger

産業界との協働により特定された、ニーズに応じた
観測・予測技術成果をスピード感を持って多様に展開

局地⾵を⾼精度
に再現可能な
LES乱流シミュ
レーション技術

⾼精度降⾬情
報・リアルタイム
斜⾯危険度評
価、マルチセンシ
ング・IoTによる
避難⾏動⽀援

マルチセンシング・
IoT解析・雪氷現
象同化技術による
⾼度雪氷災害発
⽣予測システム

積乱雲の⼀⽣
のマルチセンシ
ングの⾼度化、
データ同化⼿
法の⾼度化

専⾨家と市⺠
①危機管理の
認識を共有
②気象災害
リスクを認識
③判断、④⾏動

基
礎
的
な
知
⾒

シ
ス
テ
ム
要
件

シ
ス
テ
ム
要
件

要
素
技
術

自治体と市民とのリスクコミュニケーション例

災害情報の
理解

事前学習

市民

災害情報

自治体
リスクマネジメント

リスクコミュニケーション

センシング技術開発

コンテンツ

フィードバック

・判断支援
・現象理解支援

・タイミング
・情報精度

ニーズに合わせ
た伝達

精度向上

行
動判断

リスクコミュニケーションモデル

気象災害予測システムの交通インフラへの実装とサプラ
イチェーンマネジメントへの波及による経済損失の軽減

倒壊
危険家屋

IoT
ﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ

システム要件

データ

ユーザー

システム要件

情報
プロダクツ

モデル化観測
システム化

雪氷防災実
験棟の活用

雪氷防災実験棟

降雪B (氷球）降雪A （樹枝状結晶）

雪氷実験棟
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降雪

雪氷防災実験棟の利用例

雪崩



吹雪

着雪



センサー開発・性能検証(気象ハブと連携)

○雪氷防災実験棟の運用状況 － 課題の分類と利用機関

・研究分野：大半が雪氷防災で、地球科学が約1割
・研究テーマ：吹雪、着雪氷、降積雪などが多い
・利用機関：大学（基礎研究）、民間（雪氷対策の性能評価・検証など）が多い

H9～H30年度の22年間の集計
(総研究課題数は659)



災害調査



国、地方自治体、道路管理者らと協力し、
・災害の原因解明
・二次災害防止や応急・恒久対策に関する助言
・復旧時の安全確認、などを通して

冬の安全、安心な生活に貢献

国土交通省の各事務所
からの依頼で雪崩点検

関係機関や地域
との連携

山形県が管理する道路の
吹雪対策への助言

国や自治体と
連携し冬期における

防災に貢献



積雪観測講習会

雪氷防災研究講演会

各県を巡り防災・
事故防止のため
の知識普及

一般公開 毎年、夏に実施し、当実験所業務の理解促進を図る

雪や氷を用いた身近な科学
にふれる機会を提供


